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食品購入金額ランキング（全国）

食品名 順位 食品名 順位

桃 １位 カップ麺 ２位

まんじゅう ３位 ギョーザ類 ２位

ゼリー ２位 塩干魚介 ５位

チョコレート菓子 １位
魚介加工品
（塩辛等） ５位

アイス ３位 豚肉 ２位

スポーツドリンク １位 ベーコン ４位

乳飲料（オーレ） ２位 ヨーグルト ４位

乳酸菌飲料 ５位 卵 ４位

炭酸飲料 ５位 納豆 １位

果実野菜ジュース ５位 調理パン ５位

清酒 ２位 大根漬け ４位

白菜漬け ４位

こんぶ佃煮 ３位

食塩 １位

マヨネーズ １位

つゆ・たれ ３位

令和8年度

課題1
学童期以降に肥満者が増加40歳以上の３人に１人が肥満（３

歳児健診、学校保健統計、妊娠届出時、特定検診）男性や働き世代で欠食率が高い（市民アンケート）

男性 女性
39歳以

下

40-64

歳

65歳以

上

毎日食べている 86.9 92.4 79.5 82.9 96.3

週に4-6回食べる 4.2 1.9 7.4 4.3 1.2

週に1-3回食べる 3.1 3.7 8.2 5.1 1.4

食べていない 5.5 1.9 4.9 7.5 0.9
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栄養バ

ランス

よく食

べる

野菜を

多く食

べる

脂肪を
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控える

薄味を

意識

減塩食

品を利

用

はい 72.8 79.7 52.4 50.4 63.6 50.7

いいえ 24.5 18 44.4 47.3 34 46.1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

％

「脂肪や糖分を控えている」意識が低い（市民アンケート）

【問】

みなさんはどう思いましたか。

普段どのような食べ方をしていますか。

食事の回数は？

よく食べる、よく飲む、いつも常備しているものはありますか？

血管や臓器に負荷をかけずに食べる（飲む）にはどうしたらよいのでしょう。

大人もこどもも塩分の摂りすぎ（市データ）

◆伊達市民に共通した「食」の健康課題◆

【課題1】朝食を毎日食べている人が若い世代で少ない。

【課題2】脂質や糖分を控える、減塩の意識が低い。

【課題3】食育への関心度が性別・年齢によりばらつきがある。

【課題4】学童期以降の肥満者の割合が増加している。

（適正体重を維持できない）
健康だて21（第３次）より

課題2

男性や若い世代で食育関心度が低い（市民アンケート）課題3

児童の運動時間が少ない！全国ワースト1

伊達市 総数 14.9

男児 17.2 12位 42.0 最下位

女児 11.6 １１位 22.4 最下位

男児 15.1 50.5

女児 9.1 28.5

R６年度 区分
肥満傾向児

（10歳）※1
順位

週７時間

以上の

運動実施

※2

順位

福島県

全国

※1）学校統計調査

※2）全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

「減塩推進応援店」っ

て知ってる？

福島県民がよく購入するもの

％

課題4課題2

●健康だて21（第３次）●

【基本理念】生涯健幸でいきいき暮らせる元気なまち

【基本目標】健康寿命の延伸・健康格差の縮小

【重点項目】

・生活習慣病の発症予防と重症化予防

・健康に関心を持ち「食」を選択できる力を身につける

・ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり

・こころの健康の推進

課題1 心疾患・脳血管疾患の死亡率が高い

課題1
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KDB：地域の全体像の把握

伊達市 県 全国 伊達市 県 全国 伊達市 県 全国

心疾患 脳血管疾患 腎不全

R1 238.9 218.5 167.9 136.3 122 86.1 25.2 22.9 21.5

R3 226.7 225.7 174.9 163.9 121.1 85.2 29.6 27.9 23.4

R5 191.9 233.6 190.7 145.2 127.1 86.3 37.7 28.4 29.4

%

２５以上 ５．６以上 １３０以上 ８５以上
LDL

１２０以上

BMI HbA１c 収縮期血圧 拡張期血圧 脂質

H27 29 48.5 54.4 22 54

R4 30.4 65.9 49 19.2 49.1

R6 30.1 47.9 38.1 19.6 45.3
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高血圧・糖尿病の有病率が高いが減少傾向

課題1 メタボリックシンドローム該当者が多い


